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1. 調査の概要 

① 調査目的 

 市民の皆様から市政に対する満足度やご意見をお伺いし、今後の市政運営に活かす参考

資料とするため、「市政に関する意識調査」を実施しました。 

② 調査対象 

 小山市に住民登録のある満 18 歳以上の市民から無作為に抽出した 2,000 人（令和７

（2025）年 10 月 1 日現在） 

※対象者の抽出にあたっては、地区別のクロス集計・分析を行うことから、無作為抽出を基

本としつつ、各地区において 50 名の対象者を確保した上で、残りの対象者については人口

構成比に基づいて按分しています。なお、本調査における市内の地区区分は、以下の 10 地

区としています。 

■ 地区別構成大字・町名 

地区名 構 成 大 字 ・ 町 名 

１．小 山 
若木町、花垣町、本郷町、城山町、中央町、宮本町、八幡町、天神町、神明町、 
駅東通り、稲葉郷、小山、神鳥谷、外城、駅南町、三峯、神山、東城南、西城南、城北、
城西 

２．大 谷 
城東、土塔、犬塚、中久喜、塚崎、横倉新田、横倉、向原新田、雨ケ谷新田、雨ケ谷、 
田間、武井、東野田、南和泉 

３．間々田 
間々田、千駄塚、粟宮、西黒田、東黒田、南飯田、平和、乙女、暁、東間々田 
美しが丘、南乙女 

４．生 井 網戸、楢木、生良、上生井、下生井、白鳥 

５．寒 川 鏡、押切、中里、寒川、迫間田 

６．豊 田 大本、小宅、黒本、島田、渋井、荒川、立木、卒島、今里、上初田、松沼、小薬 

７．中 南小林、上泉、下泉、井岡、小袋、下河原田、生駒、大川島、下初田 

８．穂 積 下国府塚、上国府塚、上石塚、下石塚、大行寺、萩島、石ノ上、塩沢、間中 

９．桑 
喜沢、三拝川岸、東島田、飯塚、南半田、羽川、荒井、出井、鉢形、北飯田、 
東山田、萱橋、向野、扶桑 

10．絹 田川、延島新田、延島、高椅、福良、中島、梁、中河原 
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■ 地区別調査票配布数 

 

18 歳以上の人口 人口按分 調整後配布数 

 構成比 配布数  配分比 

A B 
C 

(B*1,500) 

D 

（C+各地区

50） 

D/2,000 

合 計 142,849 100.00% 1,500 2,000 100.00% 

小山地区 48,533 33.97% 510 560 28% 

大谷地区 36,105 25.27% 379 429 21.45% 

間々田地区 25,056 17.54% 263 313 15.65% 

生井地区 1,470 1.03% 15 65 3.25% 

寒川地区 1,131 0.79% 12 62 3.1% 

豊田地区 4,811 3.37% 51 101 5.05% 

中地区 1,824 1.28% 19 69 3.45% 

穂積地区 2,653 1.86% 28 78 3.9% 

桑地区 17,607 12.33% 185 235 11.75% 

絹地区 3,659 2.56% 38 88 4.4% 

※令和７（2025）年 10 月 1 日現在 

 

③ 調査方法 

調査票を郵送にて配布し、回答を郵送とオンラインフォームより回収 

④ 調査期間 

 令和７（2025）年 11 月 11 日（火）～12 月 2 日（火） 

⑤ 調査結果 

 調査票の発送数、有効回答数、有効回答率は下記のとおりです。 

抽出・発送数（A） 有効回答数（B） 有効回答率（B÷A） 

2,000 件 889 件 

（うち郵送等：538 件、 

オンライン：351 件） 

44.5% 
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⑥ 留意事項 

グラフや表の「n」とは、その設問の回答者数（母数）を表しています。 

回答の比率（％）は、小数点以下第 2 位を四捨五入し、小数点第 1 位まで表示しているた

め、比率の合計に 0.1 ポイント程度のずれが生じることがあります。また、複数回答の場合の

百分率の合計は、100％を超えます。 
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2. 調査結果 

◼ 回答者属性 

1. あなたの性別を教えてください。 

回答者全体では「男性」が 45.2%、「女性」が 53.8%、「その他」が 0.3%、無回答が 0.7%となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

2. あなたの年齢を教えてください。 

回答者の年齢は「18～29 歳」が 9.7%、「30～39 歳」が 11.2%、「40～49 歳」が 12.7%、「50～59

歳」が 16.2%、「60～69 歳」が 18.7%、「70 歳以上」が 30.8%、無回答が 0.7%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男性

402

45.2%

女性

478

53.8%

その他

3

0.3%

無回答

6

0.7%

9.7%

11.2%

12.7%

16.2%

18.7%

30.8%

0.7%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

無回答

n=889 

n=889 
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3. あなたの職業は次の分類ではどれになりますか。 

回答者の職業は、「勤め人（会社員、公務員、団体職員）」が 34.0%で最も多くなっており、その

次に「無職」（29.0%）、「パート、内職、アルバイト」（15.9%）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. あなたの勤務先（働いている場所）、通学先はどちらですか。 

回答者の勤務先は、「小山市内」が 37.5%で最も多くなっており、その次に「勤務・通学してい

ない」（36.3%）、「結城市以外の茨城県内」（3.9%）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

勤め人（会社員、公務員、団体職員）

農業以外の自営業、事業主

農業従事者

パート、内職、アルバイト

主に家事や育児をしている

学生

無職

その他

無回答

男性 女性 その他 無回答

34.0%

5.7%

3.0%

15.9%

7.3%

2.6%

29.0%

1.6%

0.9%

37.5%
3.8%
1.9%
1.7%
2.1%
2.4%
2.2%
3.9%

0.3%
2.8%
3.1%

36.3%
1.0%
0.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

小山市内
栃木市
下野市
野木町

宇都宮市
上記以外の栃木県内

結城市
結城市以外の茨城県内

群馬県
埼玉県
東京都

勤務・通学していない
その他
無回答

n=889 

n=889 
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5. 平日の１日あたり、あなたが市外で過ごす時間はおよそどのくらいですか。 [（通勤・通

学、買い物、外出などを含む）] 

回答者の平日の 1 日あたりの市外で過ごす時間は、「8 時間未満」が 69.9%、「8 時間以上 16

時間未満」が 21.9%、「16 時間以上」が 3.6%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. あなたの出身地はどちらですか。 

回答者の出身地は、「県外の出身である」が 37.3%で最も多くなっており、その次に「小山市に

生まれてからずっと住んでいる」（27.9%）、「県内の小山市以外の市町出身である」（19.3%）と

なっています。 

 

  

8時間未満

621

69.9%

8時間以上

16時間未満

195

21.9%

16時間以上

32

3.6%

無回答

41

4.6%

27.9%

14.2%

19.3%

37.3%

1.2%

0% 10% 20% 30% 40%

小山市に生まれてからずっと住んでいる

小山市出身だが、市外に一時期住んでいた

県内の小山市以外の市町出身である

県外の出身である

無回答

n=889 

n=889 
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7. あなたは小山市にお住まいになってどれくらいになりますか。 [※通算の年数を選択し

てください。] 

回答者の小山市の居住年数は、「20 年以上」が 72.4%で最も多くなっており、その次に「10 年

以上 20 年未満」（11.9%）、「1 年以上 5 年未満」（7.5%）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8. あなたの現在の家族構成は次のどれですか。 

回答者の小山市の家族構成は、「親子二世代」が 45.4%で最も多くなっており、その次に「夫

婦のみ」（25.8%）、「一人暮らし」（14.4%）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.7%

7.5%

5.5%

11.9%

72.4%

0.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

1年未満

1年以上5年未満

5年以上10年未満

10年以上20年未満

20年以上

無回答

14.4%

25.8%

45.4%

9.8%

3.8%

0.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

一人暮らし

夫婦のみ

親子二世代

親子三世代

その他

無回答

n=889 

n=889 
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9. 現在、養育中の子どもの有無を教えてください。 

回答者の養育中の子どもの有無では、「いる」が 22.7%、「いない」が 76.3%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10. 養育中の子どもの年代を教えてください。※令和７年 10 月１日時点で該当するものを全

て選択してください。 

養育中の子どものいる世帯のうち、子どもの年代は小学生が 36.1%で最も多く、その次に未

就学児（32.2%）、高校生（27.2%）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

いる

202

22.7%

いない

678

76.3%

無回答

9

1.0%

32.2%

36.1%

24.3%

27.2%

18.3%

5.0%

3.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

未就学児

小学生

中学生

高校生

大学生・専門学校生

その他

無回答

n=889 

n=202 
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11. 同居している家族の中に（あなたを含めて）65 歳以上の方はいますか。 

回答者の 65 歳以上の同居家族の有無では、「いる」が 54.8%、「いない」が 43.6%となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12. 同居している家族の中に（あなたを含めて）要支援・要介護認定を受けている方はいま

すか。 

回答者の要支援・要介護の同居家族の有無では、「いる」が 11.5%、「いない」が 86.8%となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

いる

487

54.8%

いない

388

43.6%

無回答

14

1.6%

いる

102

11.5%

いない

772

86.8%

無回答

15

1.7%

n=889 

n=889 
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13. 同居している家族の中に（あなたを含めて）障害者手帳をお持ちの方はいますか。 

回答者の障害者手帳をお持ちの同居家族の有無では、「いる」が 11.8%、「いない」が 86.2%と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14. 同居している家族の中に（あなたを含めて）外国籍の方はいますか。 

回答者の外国籍の同居家族の有無では、「いる」が 2.6%、「いない」が 95.1%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

いる

105

11.8%

いない

766

86.2%

無回答

18

2.0%

いる

23

2.6%

いない

845

95.1%

無回答

21

2.4%

n=889 

n=889 
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15. お住まいの地区はどちらですか。 

回答者の居住地区は、小山地区が 27.9%で最も多くなっており、その次に大谷地区（19.7%）、

間々田地区（15.9%）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

27.9%

19.7%

15.9%

3.0%

2.9%

5.3%

3.7%

4.3%

12.0%

4.7%

0.6%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

小山地区

大谷地区

間々田地区

生井地区

寒川地区

豊田地区

中地区

穂積地区

桑地区

絹地区

無回答

n=889 
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◼ 市の取組について 

16. 次の小山市の取組の満足度を教えてください。 

回答者全体の小山市の取組に対する満足度では、「ごみ処理、公害対策などの生活環境の

整備」の満足度が 55.5%で最も高くなっています。 

 

0% 50% 100%

１．災害への備えや消防・救急の体制

２．犯罪を防ぐための取り組みや消費者を守る取り組み

３．交通事故を防ぐための取り組み

４．自治会や地域のつながりの支援

５．異なる文化や人権への理解促進

６．市民活動の支援や市民が参加するまちづくり

７．結婚、妊娠、出産の支援

８．子育て支援や保育施設の整備

９．学校教育や教育設備の充実

10．子どもや若者の居場所づくり

11．高齢者の社会参加の促進

12．介護サービスや高齢者の暮らしを充実させる取り組み

13．健康づくりの推進、医療体制の充実

14．経済的に困っている方への支援

15．障がいのある人が安心して暮らすための支援

16．省エネ、脱炭素化の取り組み

17．自然や生物の保全

18．ごみ処理、公害対策などの生活環境の整備

19．働きやすい環境づくりの推進

20．農業の活性化や農業環境の整備

21．商業の活性化、企業誘致、起業支援

22．観光誘客やイベントの推進

23．道路や街を整備する取り組み

24．公園の整備

25．上下水道の整備、適切な管理

26．鉄道やバスなどの公共交通の整備

27．生涯を通して学びを楽しめる環境づくり

28．スポーツを楽しめる環境づくり

29．文化芸術に親しみ、歴史伝統を継承する取り組み

30．学校や企業、行政が協力する取り組み

31．市の財産の使い方や運営

32．市の情報・魅力の発信

満足 どちらかといえば満足 どちらかといえば不満 不満 わからない 無回答

n=889 
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⚫ 年齢：18～29 歳 

18～29 歳では「鉄道やバスなどの公共交通の整備」の満足度が 61.6%で最も高くなっている

一方で、不満では「子どもや若者の居場所づくり」が 44.2%で最も高くなっています。 

 

 

0% 50% 100%

１．災害への備えや消防・救急の体制

２．犯罪を防ぐための取り組みや消費者を守る取り組み

３．交通事故を防ぐための取り組み

４．自治会や地域のつながりの支援

５．異なる文化や人権への理解促進

６．市民活動の支援や市民が参加するまちづくり

７．結婚、妊娠、出産の支援

８．子育て支援や保育施設の整備

９．学校教育や教育設備の充実

10．子どもや若者の居場所づくり

11．高齢者の社会参加の促進

12．介護サービスや高齢者の暮らしを充実させる取り組み

13．健康づくりの推進、医療体制の充実

14．経済的に困っている方への支援

15．障がいのある人が安心して暮らすための支援

16．省エネ、脱炭素化の取り組み

17．自然や生物の保全

18．ごみ処理、公害対策などの生活環境の整備

19．働きやすい環境づくりの推進

20．農業の活性化や農業環境の整備

21．商業の活性化、企業誘致、起業支援

22．観光誘客やイベントの推進

23．道路や街を整備する取り組み

24．公園の整備

25．上下水道の整備、適切な管理

26．鉄道やバスなどの公共交通の整備

27．生涯を通して学びを楽しめる環境づくり

28．スポーツを楽しめる環境づくり

29．文化芸術に親しみ、歴史伝統を継承する取り組み

30．学校や企業、行政が協力する取り組み

31．市の財産の使い方や運営

32．市の情報・魅力の発信

満足 どちらかといえば満足 どちらかといえば不満 不満 わからない 無回答

n=86 
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⚫ 年齢：30～39 歳 

30～39 歳では「ごみ処理、公害対策などの生活環境の整備」の満足度が 46.0%で最も高くな

っている一方で、不満では「子どもや若者の居場所づくり」が 48.0%で最も高くなっています。 

 

 

0% 50% 100%

１．災害への備えや消防・救急の体制

２．犯罪を防ぐための取り組みや消費者を守る取り組み

３．交通事故を防ぐための取り組み

４．自治会や地域のつながりの支援

５．異なる文化や人権への理解促進

６．市民活動の支援や市民が参加するまちづくり

７．結婚、妊娠、出産の支援

８．子育て支援や保育施設の整備

９．学校教育や教育設備の充実

10．子どもや若者の居場所づくり

11．高齢者の社会参加の促進

12．介護サービスや高齢者の暮らしを充実させる取り組み

13．健康づくりの推進、医療体制の充実

14．経済的に困っている方への支援

15．障がいのある人が安心して暮らすための支援

16．省エネ、脱炭素化の取り組み

17．自然や生物の保全

18．ごみ処理、公害対策などの生活環境の整備

19．働きやすい環境づくりの推進

20．農業の活性化や農業環境の整備

21．商業の活性化、企業誘致、起業支援

22．観光誘客やイベントの推進

23．道路や街を整備する取り組み

24．公園の整備

25．上下水道の整備、適切な管理

26．鉄道やバスなどの公共交通の整備

27．生涯を通して学びを楽しめる環境づくり

28．スポーツを楽しめる環境づくり

29．文化芸術に親しみ、歴史伝統を継承する取り組み

30．学校や企業、行政が協力する取り組み

31．市の財産の使い方や運営

32．市の情報・魅力の発信

満足 どちらかといえば満足 どちらかといえば不満 不満 わからない 無回答

n=100 
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⚫ 年齢：40～49 歳 

40～49 歳では「ごみ処理、公害対策などの生活環境の整備」の満足度が 49.6%で最も高くな

っている一方で、 不満では「道路や街を整備する取り組み」が 49.5%で最も高くなっていま

す。 

 

0% 50% 100%

１．災害への備えや消防・救急の体制

２．犯罪を防ぐための取り組みや消費者を守る取り組み

３．交通事故を防ぐための取り組み

４．自治会や地域のつながりの支援

５．異なる文化や人権への理解促進

６．市民活動の支援や市民が参加するまちづくり

７．結婚、妊娠、出産の支援

８．子育て支援や保育施設の整備

９．学校教育や教育設備の充実

10．子どもや若者の居場所づくり

11．高齢者の社会参加の促進

12．介護サービスや高齢者の暮らしを充実させる取り組み

13．健康づくりの推進、医療体制の充実

14．経済的に困っている方への支援

15．障がいのある人が安心して暮らすための支援

16．省エネ、脱炭素化の取り組み

17．自然や生物の保全

18．ごみ処理、公害対策などの生活環境の整備

19．働きやすい環境づくりの推進

20．農業の活性化や農業環境の整備

21．商業の活性化、企業誘致、起業支援

22．観光誘客やイベントの推進

23．道路や街を整備する取り組み

24．公園の整備

25．上下水道の整備、適切な管理

26．鉄道やバスなどの公共交通の整備

27．生涯を通して学びを楽しめる環境づくり

28．スポーツを楽しめる環境づくり

29．文化芸術に親しみ、歴史伝統を継承する取り組み

30．学校や企業、行政が協力する取り組み

31．市の財産の使い方や運営

32．市の情報・魅力の発信

満足 どちらかといえば満足 どちらかといえば不満 不満 わからない 無回答

n=113 
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⚫ 年齢：50～59 歳 

50～59 歳では「ごみ処理、公害対策などの生活環境の整備」の満足度が 52.0%で最も高くな

っている一方で、 不満では「道路や街を整備する取り組み」が 51.4%で最も高くなっていま

す。 

 

 

0% 50% 100%

１．災害への備えや消防・救急の体制

２．犯罪を防ぐための取り組みや消費者を守る取り組み

３．交通事故を防ぐための取り組み

４．自治会や地域のつながりの支援

５．異なる文化や人権への理解促進

６．市民活動の支援や市民が参加するまちづくり

７．結婚、妊娠、出産の支援

８．子育て支援や保育施設の整備

９．学校教育や教育設備の充実

10．子どもや若者の居場所づくり

11．高齢者の社会参加の促進

12．介護サービスや高齢者の暮らしを充実させる取り組み

13．健康づくりの推進、医療体制の充実

14．経済的に困っている方への支援

15．障がいのある人が安心して暮らすための支援

16．省エネ、脱炭素化の取り組み

17．自然や生物の保全

18．ごみ処理、公害対策などの生活環境の整備

19．働きやすい環境づくりの推進

20．農業の活性化や農業環境の整備

21．商業の活性化、企業誘致、起業支援

22．観光誘客やイベントの推進

23．道路や街を整備する取り組み

24．公園の整備

25．上下水道の整備、適切な管理

26．鉄道やバスなどの公共交通の整備

27．生涯を通して学びを楽しめる環境づくり

28．スポーツを楽しめる環境づくり

29．文化芸術に親しみ、歴史伝統を継承する取り組み

30．学校や企業、行政が協力する取り組み

31．市の財産の使い方や運営

32．市の情報・魅力の発信

満足 どちらかといえば満足 どちらかといえば不満 不満 わからない 無回答

n=144 
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⚫ 年齢：60～69 歳 

60～69 歳では「ごみ処理、公害対策などの生活環境の整備」の満足度が 60.2%で最も高くな

っている一方で、 不満では「道路や街を整備する取り組み」が 53.0%で最も高くなっていま

す。 

 

0% 50% 100%

１．災害への備えや消防・救急の体制

２．犯罪を防ぐための取り組みや消費者を守る取り組み

３．交通事故を防ぐための取り組み

４．自治会や地域のつながりの支援

５．異なる文化や人権への理解促進

６．市民活動の支援や市民が参加するまちづくり

７．結婚、妊娠、出産の支援

８．子育て支援や保育施設の整備

９．学校教育や教育設備の充実

10．子どもや若者の居場所づくり

11．高齢者の社会参加の促進

12．介護サービスや高齢者の暮らしを充実させる取り組み

13．健康づくりの推進、医療体制の充実

14．経済的に困っている方への支援

15．障がいのある人が安心して暮らすための支援

16．省エネ、脱炭素化の取り組み

17．自然や生物の保全

18．ごみ処理、公害対策などの生活環境の整備

19．働きやすい環境づくりの推進

20．農業の活性化や農業環境の整備

21．商業の活性化、企業誘致、起業支援

22．観光誘客やイベントの推進

23．道路や街を整備する取り組み

24．公園の整備

25．上下水道の整備、適切な管理

26．鉄道やバスなどの公共交通の整備

27．生涯を通して学びを楽しめる環境づくり

28．スポーツを楽しめる環境づくり

29．文化芸術に親しみ、歴史伝統を継承する取り組み

30．学校や企業、行政が協力する取り組み

31．市の財産の使い方や運営

32．市の情報・魅力の発信

満足 どちらかといえば満足 どちらかといえば不満 不満 わからない 無回答

n=166 
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⚫ 年齢：70 歳以上 

70 歳以上では「ごみ処理、公害対策などの生活環境の整備」が 60.2%で最も高くなっている

一方で、 不満では「道路や街を整備する取り組み」が 43.1%で最も高くなっています。 

 

 

 

0% 50% 100%

１．災害への備えや消防・救急の体制

２．犯罪を防ぐための取り組みや消費者を守る取り組み

３．交通事故を防ぐための取り組み

４．自治会や地域のつながりの支援

５．異なる文化や人権への理解促進

６．市民活動の支援や市民が参加するまちづくり

７．結婚、妊娠、出産の支援

８．子育て支援や保育施設の整備

９．学校教育や教育設備の充実

10．子どもや若者の居場所づくり

11．高齢者の社会参加の促進

12．介護サービスや高齢者の暮らしを充実させる取り組み

13．健康づくりの推進、医療体制の充実

14．経済的に困っている方への支援

15．障がいのある人が安心して暮らすための支援

16．省エネ、脱炭素化の取り組み

17．自然や生物の保全

18．ごみ処理、公害対策などの生活環境の整備

19．働きやすい環境づくりの推進

20．農業の活性化や農業環境の整備

21．商業の活性化、企業誘致、起業支援

22．観光誘客やイベントの推進

23．道路や街を整備する取り組み

24．公園の整備

25．上下水道の整備、適切な管理

26．鉄道やバスなどの公共交通の整備

27．生涯を通して学びを楽しめる環境づくり

28．スポーツを楽しめる環境づくり

29．文化芸術に親しみ、歴史伝統を継承する取り組み

30．学校や企業、行政が協力する取り組み

31．市の財産の使い方や運営

32．市の情報・魅力の発信

満足 どちらかといえば満足 どちらかといえば不満 不満 わからない 無回答

n=274 
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◼ 住みやすさと定住意向について 

17. 小山市は住みやすいですか。 

小山市の住みやすさでは、「住みやすい」と「どちらかといえば住みやすい」を合わせた「住み

やすい」が 70.7%となっている一方で、「住みにくい」と「どちらかといえば住みにくい」を合わせ

た「住みにくい」は 5.5%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住地区別】 

いずれの居住地区においても「どちらかといえば住みやすい」が最も多くなっています。 

居
住
地
区/ 

回
答 ｎ 

住
み
や
す
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
住
み
や
す
い 

ど
ち
ら
と
も 

い
え
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
住
み
に
く
い 

住
み
に
く
い 

無
回
答 

全体 889 26.9% 43.8% 18.4% 3.4% 2.1% 5.4% 

小山地区 248 29.4% 43.5% 16.5% 3.2% 1.6% 5.6% 

大谷地区 175 32.0% 46.9% 13.1% 2.9% 2.9% 2.3% 

間々田地区 141 27.7% 44.7% 16.3% 4.3% 2.1% 5.0% 

生井地区 27 25.9% 40.7% 22.2% 3.7% 3.7% 3.7% 

寒川地区 26 15.4% 34.6% 26.9% 7.7% 0.0% 15.4% 

豊田地区 47 21.3% 48.9% 21.3% 2.1% 0.0% 6.4% 

中地区 33 24.2% 36.4% 27.3% 3.0% 6.1% 3.0% 

穂積地区 38 10.5% 55.3% 28.9% 0.0% 2.6% 2.6% 

桑地区 107 24.3% 41.1% 20.6% 3.7% 1.9% 8.4% 

絹地区 42 23.8% 33.3% 28.6% 4.8% 2.4% 7.1% 

無回答 5 40.0% 40.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 

n=889 

26.9% 43.8% 18.4%

3.4%

2.1%

5.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

住みやすい

どちらかといえば住みやすい

どちらともいえない

どちらといえば住みにくい

住みにくい

無回答

239 389 164

30

19

48
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18. 小山市の住みよいと思う点を 3 つまで選んでください。 

小山市の住みよいと思う点では、「比較的災害が少ないから」が 52.9%で最も多くなっており、

その次に「都心部へのアクセスがよいから」（36.3%）、「買い物が便利だから」（28.5%）となって

います。 

 

 

  

52.9%

36.3%

28.5%

27.1%

17.9%

14.8%

9.8%

9.7%

9.6%

7.6%

5.6%

4.9%

3.9%

3.0%

2.8%

2.2%

1.9%

1.6%

1.2%

1.2%

1.1%

0.9%

0.9%

0.9%

0.7%

0.7%

0.7%

0.1%

2.4%

3.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

比較的災害が少ないから

都心部へのアクセスがよいから

買い物が便利だから

車の移動が便利だから

通勤・通学先が近いから

平地林や田園風景などの自然環境が豊かだから

道路・上下水道などのインフラが整備されているから

比較的犯罪が少ないから

医療体制が充実しているから

バスなどの公共交通機関が便利だから

子育てしやすい環境があるから

高齢者・障がい者への対応が進んでいるから

公園が整備され空き家が少ないなど周辺が過ごしやすい住環境だから

地域の支えあいがあり安心だから

働きやすい環境が整っているから

比較的交通事故が少ないから

学校教育・学習支援が充実しているから

観光資源や歴史・文化などの誇りに思えるものがあるから

脱炭素やごみ減量の取組が推進され環境にやさしいから

行政が効率的に運営され将来的に安心だから

魅力的な仕事があるから

産業が盛んで賑わいがあるから

学校給食への有機農産物導入が進んでいるから

多様性が尊重され魅力があるから

生涯学習やスポーツの環境が充実しているから

市民としてまちづくりに参画できる機会がたくさんあるから

行政のデジタル化が進み暮らしやすいから

市が民間企業や周辺自治体と連携しどんどん住みやすくなっているから

その他

無回答

n=889 
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⚫ 居住地区：小山地区 

小山地区では「比較的災害が少ないから」が 52.4%で最も多くなっており、その次に「都心部へ

のアクセスがよいから」（44.0%）、「買い物が便利だから」（33.5%）となっています。 

 

 

  

52.4%

44.0%

33.5%

22.2%

18.5%

10.5%

10.5%

7.7%

7.3%

6.0%

5.6%

4.8%

4.0%

3.2%

2.0%

2.0%

2.0%

1.6%

1.6%

1.6%

1.2%

1.2%

0.8%

0.8%

0.4%

0.4%

2.0%

2.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

比較的災害が少ないから

都心部へのアクセスがよいから

買い物が便利だから

車の移動が便利だから

通勤・通学先が近いから

道路・上下水道などのインフラが整備されているから

バスなどの公共交通機関が便利だから

平地林や田園風景などの自然環境が豊かだから

子育てしやすい環境があるから

医療体制が充実しているから

比較的犯罪が少ないから

公園が整備され空き家が少ないなど周辺が過ごしやすい住環境だから

高齢者・障がい者への対応が進んでいるから

働きやすい環境が整っているから

地域の支えあいがあり安心だから

観光資源や歴史・文化などの誇りに思えるものがあるから

行政が効率的に運営され将来的に安心だから

脱炭素やごみ減量の取組が推進され環境にやさしいから

比較的交通事故が少ないから

多様性が尊重され魅力があるから

学校教育・学習支援が充実しているから

市民としてまちづくりに参画できる機会がたくさんあるから

魅力的な仕事があるから

学校給食への有機農産物導入が進んでいるから

生涯学習やスポーツの環境が充実しているから

産業が盛んで賑わいがあるから

その他

無回答

n=248 
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⚫ 居住地区：大谷地区 

大谷地区では「比較的災害が少ないから」が 56.0%で最も多くなっており、その次に「都心部へ

のアクセスがよいから」（34.9%）、「買い物が便利だから」（33.7%）となっています。 

 

 

  

56.0%

34.9%

33.7%

32.6%

26.3%

10.3%

9.1%

8.0%

8.0%

8.0%

6.9%

6.9%

3.4%

2.9%

2.3%

2.3%

1.7%

1.7%

1.7%

1.1%

0.6%

0.6%

0.6%

1.7%

2.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

比較的災害が少ないから

都心部へのアクセスがよいから

買い物が便利だから

車の移動が便利だから

通勤・通学先が近いから

医療体制が充実しているから

道路・上下水道などのインフラが整備されているから

子育てしやすい環境があるから

公園が整備され空き家が少ないなど周辺が過ごしやすい住環境だから

バスなどの公共交通機関が便利だから

平地林や田園風景などの自然環境が豊かだから

比較的犯罪が少ないから

働きやすい環境が整っているから

高齢者・障がい者への対応が進んでいるから

地域の支えあいがあり安心だから

観光資源や歴史・文化などの誇りに思えるものがあるから

学校教育・学習支援が充実しているから

魅力的な仕事があるから

比較的交通事故が少ないから

産業が盛んで賑わいがあるから

生涯学習やスポーツの環境が充実しているから

行政が効率的に運営され将来的に安心だから

行政のデジタル化が進み暮らしやすいから

その他

無回答

n=175 
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⚫ 居住地区：間々田地区 

間々田地区では「比較的災害が少ないから」が 53.9%で最も多くなっており、その次に「都心部

へのアクセスがよいから」（41.1%）、「車の移動が便利だから」（29.1%）となっています。 

 

  

53.9%

41.1%

29.1%

27.7%

18.4%

14.9%

12.8%

12.1%

12.1%

5.0%

3.5%

2.8%

2.8%

2.8%

2.1%

2.1%

1.4%

1.4%

1.4%

1.4%

0.7%

0.7%

0.7%

0.7%

0.7%

0.7%

2.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

比較的災害が少ないから

都心部へのアクセスがよいから

車の移動が便利だから

買い物が便利だから

通勤・通学先が近いから

道路・上下水道などのインフラが整備されているから

医療体制が充実しているから

平地林や田園風景などの自然環境が豊かだから

比較的犯罪が少ないから

子育てしやすい環境があるから

高齢者・障がい者への対応が進んでいるから

働きやすい環境が整っているから

公園が整備され空き家が少ないなど周辺が過ごしやすい住環境だから

バスなどの公共交通機関が便利だから

多様性が尊重され魅力があるから

行政が効率的に運営され将来的に安心だから

学校教育・学習支援が充実しているから

魅力的な仕事があるから

生涯学習やスポーツの環境が充実しているから

行政のデジタル化が進み暮らしやすいから

地域の支えあいがあり安心だから

比較的交通事故が少ないから

産業が盛んで賑わいがあるから

観光資源や歴史・文化などの誇りに思えるものがあるから

市が民間企業や周辺自治体と連携しどんどん住みやすくなっているから

その他

無回答

n=141 
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⚫ 居住地区：生井地区 

生井地区では「比較的災害が少ないから」が 40.7%で最も多くなっており、その次に「都心部へ

のアクセスがよいから」（33.3%）、「平地林や田園風景などの自然環境が豊かだから」（33.3%）

となっています。 

 

  

40.7%

33.3%

33.3%

25.9%

18.5%

14.8%

11.1%

7.4%

7.4%

7.4%

7.4%

7.4%

7.4%

7.4%

3.7%

3.7%

3.7%

3.7%

3.7%

3.7%

3.7%

3.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

比較的災害が少ないから

都心部へのアクセスがよいから

平地林や田園風景などの自然環境が豊かだから

車の移動が便利だから

比較的犯罪が少ないから

医療体制が充実しているから

道路・上下水道などのインフラが整備されているから

子育てしやすい環境があるから

通勤・通学先が近いから

働きやすい環境が整っているから

高齢者・障がい者への対応が進んでいるから

地域の支えあいがあり安心だから

比較的交通事故が少ないから

買い物が便利だから

学校教育・学習支援が充実しているから

魅力的な仕事があるから

公園が整備され空き家が少ないなど周辺が過ごしやすい住環境だから

バスなどの公共交通機関が便利だから

産業が盛んで賑わいがあるから

行政が効率的に運営され将来的に安心だから

その他

無回答

n=27 
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⚫ 居住地区：寒川地区 

寒川地区では「平地林や田園風景などの自然環境が豊かだから」が 46.2%で最も多くなって

おり、その次に「比較的災害が少ないから」（34.6%）、「車の移動が便利だから」（23.1%）となっ

ています。 

 

  

46.2%

34.6%

23.1%

19.2%

15.4%

15.4%

11.5%

7.7%

3.8%

3.8%

3.8%

3.8%

3.8%

3.8%

11.5%

11.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

平地林や田園風景などの自然環境が豊かだから

比較的災害が少ないから

車の移動が便利だから

地域の支えあいがあり安心だから

比較的犯罪が少ないから

買い物が便利だから

都心部へのアクセスがよいから

医療体制が充実しているから

通勤・通学先が近いから

働きやすい環境が整っているから

高齢者・障がい者への対応が進んでいるから

比較的交通事故が少ないから

観光資源や歴史・文化などの誇りに思えるものがあるから

市民としてまちづくりに参画できる機会がたくさんあるから

その他

無回答

n=26 
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⚫ 居住地区：豊田地区 

豊田地区では「比較的災害が少ないから」が 59.6%で最も多くなっており、その次に「平地林や

田園風景などの自然環境が豊かだから」（34.0%）、「車の移動が便利だから」（27.7%）となって

います。 

 

 

  

59.6%

34.0%

27.7%

25.5%

23.4%

14.9%

12.8%

10.6%

10.6%

8.5%

8.5%

6.4%

4.3%

4.3%

4.3%

4.3%

2.1%

2.1%

2.1%

2.1%

2.1%

2.1%

4.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

比較的災害が少ないから

平地林や田園風景などの自然環境が豊かだから

車の移動が便利だから

都心部へのアクセスがよいから

買い物が便利だから

通勤・通学先が近いから

高齢者・障がい者への対応が進んでいるから

バスなどの公共交通機関が便利だから

比較的犯罪が少ないから

学校教育・学習支援が充実しているから

医療体制が充実しているから

学校給食への有機農産物導入が進んでいるから

道路・上下水道などのインフラが整備されているから

公園が整備され空き家が少ないなど周辺が過ごしやすい住環境だから

脱炭素やごみ減量の取組が推進され環境にやさしいから

比較的交通事故が少ないから

子育てしやすい環境があるから

地域の支えあいがあり安心だから

観光資源や歴史・文化などの誇りに思えるものがあるから

多様性が尊重され魅力があるから

行政が効率的に運営され将来的に安心だから

その他

無回答

n=47 
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⚫ 居住地区：中地区 

中地区では「比較的災害が少ないから」が 48.5%で最も多くなっており、その次に「平地林や田

園風景などの自然環境が豊かだから」（36.4%）、「都心部へのアクセスがよいから」（24.2%）と

なっています。 

 

  

48.5%

36.4%

24.2%

18.2%

18.2%

15.2%

9.1%

9.1%

9.1%

6.1%

6.1%

3.0%

3.0%

3.0%

3.0%

3.0%

3.0%

3.0%

3.0%

6.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

比較的災害が少ないから

平地林や田園風景などの自然環境が豊かだから

都心部へのアクセスがよいから

車の移動が便利だから

比較的犯罪が少ないから

買い物が便利だから

子育てしやすい環境があるから

通勤・通学先が近いから

医療体制が充実しているから

地域の支えあいがあり安心だから

学校給食への有機農産物導入が進んでいるから

学校教育・学習支援が充実しているから

働きやすい環境が整っているから

生涯学習やスポーツの環境が充実しているから

比較的交通事故が少ないから

産業が盛んで賑わいがあるから

市民としてまちづくりに参画できる機会がたくさんあるから

行政のデジタル化が進み暮らしやすいから

その他

無回答

n=33 
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⚫ 居住地区：穂積地区 

穂積地区では「比較的災害が少ないから」が 44.7%で最も多くなっており、その次に「都心部へ

のアクセスがよいから」（42.1%）、「車の移動が便利だから」（31.6%）となっています。 

 

  

44.7%

42.1%

31.6%

26.3%

23.7%

21.1%

10.5%

7.9%

7.9%

7.9%

5.3%

2.6%

2.6%

2.6%

2.6%

2.6%

2.6%

2.6%

7.9%

2.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

比較的災害が少ないから

都心部へのアクセスがよいから

車の移動が便利だから

平地林や田園風景などの自然環境が豊かだから

買い物が便利だから

比較的犯罪が少ないから

通勤・通学先が近いから

高齢者・障がい者への対応が進んでいるから

医療体制が充実しているから

道路・上下水道などのインフラが整備されているから

バスなどの公共交通機関が便利だから

子育てしやすい環境があるから

働きやすい環境が整っているから

地域の支えあいがあり安心だから

生涯学習やスポーツの環境が充実しているから

公園が整備され空き家が少ないなど周辺が過ごしやすい住環境だから

脱炭素やごみ減量の取組が推進され環境にやさしいから

比較的交通事故が少ないから

その他

無回答

n=38 
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⚫ 居住地区：桑地区 

桑地区では「比較的災害が少ないから」が 59.8%で最も多くなっており、その次に「都心部への

アクセスがよいから」（34.6%）、「車の移動が便利だから」（29.9%）となっています。 

 

  

59.8%

34.6%

29.9%

27.1%

17.8%

15.9%

10.3%

10.3%

8.4%

8.4%

7.5%

2.8%

2.8%

1.9%

1.9%

0.9%

0.9%

0.9%

0.9%

0.9%

0.9%

0.9%

0.9%

1.9%

3.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

比較的災害が少ないから

都心部へのアクセスがよいから

車の移動が便利だから

買い物が便利だから

通勤・通学先が近いから

平地林や田園風景などの自然環境が豊かだから

道路・上下水道などのインフラが整備されているから

バスなどの公共交通機関が便利だから

医療体制が充実しているから

比較的犯罪が少ないから

高齢者・障がい者への対応が進んでいるから

子育てしやすい環境があるから

地域の支えあいがあり安心だから

働きやすい環境が整っているから

脱炭素やごみ減量の取組が推進され環境にやさしいから

学校教育・学習支援が充実しているから

魅力的な仕事があるから

公園が整備され空き家が少ないなど周辺が過ごしやすい住環境だから

比較的交通事故が少ないから

産業が盛んで賑わいがあるから

観光資源や歴史・文化などの誇りに思えるものがあるから

市民としてまちづくりに参画できる機会がたくさんあるから

行政のデジタル化が進み暮らしやすいから

その他

無回答

n=107 
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⚫ 居住地区：絹地区 

絹地区では「比較的災害が少ないから」が 45.2%で最も多くなっており、その次に「車の移動が

便利だから」（26.2%）、「買い物が便利だから」（26.2%）となっています。 

 

 

  

45.2%

26.2%

26.2%

19.0%

19.0%

14.3%

11.9%

11.9%

11.9%

9.5%

9.5%

7.1%

7.1%

2.4%

2.4%

2.4%

2.4%

2.4%

2.4%

2.4%

2.4%

2.4%

9.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

比較的災害が少ないから

車の移動が便利だから

買い物が便利だから

医療体制が充実しているから

都心部へのアクセスがよいから

比較的犯罪が少ないから

通勤・通学先が近いから

道路・上下水道などのインフラが整備されているから

平地林や田園風景などの自然環境が豊かだから

高齢者・障がい者への対応が進んでいるから

比較的交通事故が少ないから

地域の支えあいがあり安心だから

バスなどの公共交通機関が便利だから

子育てしやすい環境があるから

学校教育・学習支援が充実しているから

魅力的な仕事があるから

脱炭素やごみ減量の取組が推進され環境にやさしいから

産業が盛んで賑わいがあるから

学校給食への有機農産物導入が進んでいるから

観光資源や歴史・文化などの誇りに思えるものがあるから

行政のデジタル化が進み暮らしやすいから

その他

無回答

n=42 
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19. 小山市の住みにくいと思う点を 3 つまで選んでください。 

小山市の住みにくいと思う点では、「バスなどの公共交通機関が不便だから」が 30.4%で最も

多くなっており、その次に「道路・上下水道などのインフラが不十分から」（13.8%）、「買い物が

不便だから」（13.8%）となっています。 

 

 

  

30.4%

13.8%

13.8%

13.0%

11.1%

10.7%

10.2%

9.0%

8.9%

8.3%

7.8%

7.2%

6.4%

5.3%

4.8%

4.6%

4.3%

4.2%

4.2%

3.3%

3.1%

2.9%

2.8%

2.7%

2.1%

1.9%

0.8%

6.6%

12.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

バスなどの公共交通機関が不便だから

道路・上下水道などのインフラが不十分から

買い物が不便だから

観光資源や歴史・文化などの誇りに思えるものがないから

魅力的な仕事がないから

高齢者・障がい者への対応が進んでいないから

公園が利用しにくく空き家が多いなど周辺が過ごしにくい住環境だから

産業が盛んでなく賑わいがないから

比較的犯罪が多いから

医療体制が充実していないから

比較的交通事故が多いから

車の移動が不便だから

働きやすい環境が整っていないから

地域の支えあいがなく不安だから

子育てしやすい環境がないから

行政が効率的に運営されておらず将来的に不安だから

通勤・通学先が遠いから

学校教育・学習支援が充実していないから

市が民間企業や周辺自治体とあまり連携せず住みやすさが向上しないから

生涯学習やスポーツの環境が充実していないから

市民としてまちづくりに参画できる機会があまりないから

多様性が尊重されず魅力がないから

都心部へのアクセスが悪いから

行政のデジタル化が進んでおらず暮らしにくいから

平地林や田園風景などの自然環境が乏しいから

比較的災害が多いから

脱炭素やごみ減量の取組が推進されておらず環境にやさしくないから

その他

無回答

n=889 
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⚫ 居住地区：小山地区 

居住地区別にみると、小山地区では「バスなどの公共交通機関が不便だから」が 22.6%で最

も多くなっており、その次に「観光資源や歴史・文化などの誇りに思えるものがないから」

（15.7%）、「魅力的な仕事がないから」（13.7%）となっています。 

 

 

  

22.6%

15.7%

13.7%

11.3%

10.1%

8.9%

8.5%

8.1%

7.3%

6.9%

6.5%

6.0%

5.6%

5.6%

4.8%

4.4%

4.0%

4.0%

3.6%

3.6%

3.6%

3.2%

2.8%

2.8%

2.0%

0.4%

0.4%

6.9%

17.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

バスなどの公共交通機関が不便だから

観光資源や歴史・文化などの誇りに思えるものがないから

魅力的な仕事がないから

比較的犯罪が多いから

比較的交通事故が多いから

高齢者・障がい者への対応が進んでいないから

産業が盛んでなく賑わいがないから

働きやすい環境が整っていないから

道路・上下水道などのインフラが不十分から

医療体制が充実していないから

買い物が不便だから

地域の支えあいがなく不安だから

公園が利用しにくく空き家が多いなど周辺が過ごしにくい住環境だから

市民としてまちづくりに参画できる機会があまりないから

子育てしやすい環境がないから

車の移動が不便だから

市が民間企業や周辺自治体とあまり連携せず住みやすさが向上しないから

行政が効率的に運営されておらず将来的に不安だから

通勤・通学先が遠いから

生涯学習やスポーツの環境が充実していないから

多様性が尊重されず魅力がないから

学校教育・学習支援が充実していないから

平地林や田園風景などの自然環境が乏しいから

行政のデジタル化が進んでおらず暮らしにくいから

都心部へのアクセスが悪いから

脱炭素やごみ減量の取組が推進されておらず環境にやさしくないから

比較的災害が多いから

その他

無回答

n=248 
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⚫ 居住地区：大谷地区 

大谷地区では「バスなどの公共交通機関が不便だから」が 26.3%で最も多くなっており、その

次に「観光資源や歴史・文化などの誇りに思えるものがないから」（17.7%）、「道路・上下水道

などのインフラが不十分から」（14.3%）となっています。 

 

 

  

26.3%

17.7%

14.3%

11.4%

11.4%

10.9%

9.7%

9.7%

9.7%

8.6%

6.9%

6.9%

5.7%

5.1%

5.1%

4.6%

4.6%

4.6%

4.0%

4.0%

3.4%

2.3%

2.3%

1.7%

1.7%

1.1%

1.1%

10.3%

10.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

バスなどの公共交通機関が不便だから

観光資源や歴史・文化などの誇りに思えるものがないから

道路・上下水道などのインフラが不十分から

高齢者・障がい者への対応が進んでいないから

比較的犯罪が多いから

公園が利用しにくく空き家が多いなど周辺が過ごしにくい住環境だから

魅力的な仕事がないから

比較的交通事故が多いから

買い物が不便だから

医療体制が充実していないから

車の移動が不便だから

産業が盛んでなく賑わいがないから

学校教育・学習支援が充実していないから

働きやすい環境が整っていないから

行政が効率的に運営されておらず将来的に不安だから

子育てしやすい環境がないから

通勤・通学先が遠いから

地域の支えあいがなく不安だから

多様性が尊重されず魅力がないから

行政のデジタル化が進んでおらず暮らしにくいから

市が民間企業や周辺自治体とあまり連携せず住みやすさが向上しないから

生涯学習やスポーツの環境が充実していないから

市民としてまちづくりに参画できる機会があまりないから

都心部へのアクセスが悪いから

平地林や田園風景などの自然環境が乏しいから

脱炭素やごみ減量の取組が推進されておらず環境にやさしくないから

比較的災害が多いから

その他

無回答

n=175 
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⚫ 居住地区：間々田地区 

間々田地区では「バスなどの公共交通機関が不便だから」が 31.9%で最も多くなっており、そ

の次に「高齢者・障がい者への対応が進んでいないから」（14.2%）、「観光資源や歴史・文化な

どの誇りに思えるものがないから」（13.5%）となっています。 

 

  

31.9%

14.2%

13.5%

12.8%

12.8%

11.3%

9.2%

7.8%

7.1%

7.1%

6.4%

6.4%

6.4%

5.7%

5.0%

5.0%

4.3%

4.3%

3.5%

3.5%

3.5%

3.5%

2.8%

2.8%

2.1%

0.7%

0.7%

7.1%

9.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

バスなどの公共交通機関が不便だから

高齢者・障がい者への対応が進んでいないから

観光資源や歴史・文化などの誇りに思えるものがないから

魅力的な仕事がないから

道路・上下水道などのインフラが不十分から

産業が盛んでなく賑わいがないから

買い物が不便だから

公園が利用しにくく空き家が多いなど周辺が過ごしにくい住環境だから

学校教育・学習支援が充実していないから

車の移動が不便だから

比較的犯罪が多いから

比較的交通事故が多いから

市が民間企業や周辺自治体とあまり連携せず住みやすさが向上しないから

地域の支えあいがなく不安だから

都心部へのアクセスが悪いから

行政が効率的に運営されておらず将来的に不安だから

子育てしやすい環境がないから

働きやすい環境が整っていないから

通勤・通学先が遠いから

医療体制が充実していないから

平地林や田園風景などの自然環境が乏しいから

多様性が尊重されず魅力がないから

市民としてまちづくりに参画できる機会があまりないから

行政のデジタル化が進んでおらず暮らしにくいから

生涯学習やスポーツの環境が充実していないから

脱炭素やごみ減量の取組が推進されておらず環境にやさしくないから

比較的災害が多いから

その他

無回答

n=141 



36 

 

⚫ 居住地区：生井地区 

生井地区では「バスなどの公共交通機関が不便だから」が 48.1%で最も多くなっており、その

次に「買い物が不便だから」（37.0%）、「道路・上下水道などのインフラが不十分から」（29.6%）

となっています。 

 

 

  

48.1%

37.0%

29.6%

18.5%

18.5%

11.1%

7.4%

7.4%

7.4%

7.4%

7.4%

7.4%

3.7%

3.7%

3.7%

3.7%

3.7%

3.7%

3.7%

3.7%

3.7%

3.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

バスなどの公共交通機関が不便だから

買い物が不便だから

道路・上下水道などのインフラが不十分から

医療体制が充実していないから

公園が利用しにくく空き家が多いなど周辺が過ごしにくい住環境だから

働きやすい環境が整っていないから

高齢者・障がい者への対応が進んでいないから

地域の支えあいがなく不安だから

都心部へのアクセスが悪いから

平地林や田園風景などの自然環境が乏しいから

観光資源や歴史・文化などの誇りに思えるものがないから

行政が効率的に運営されておらず将来的に不安だから

子育てしやすい環境がないから

通勤・通学先が遠いから

生涯学習やスポーツの環境が充実していないから

車の移動が不便だから

比較的犯罪が多いから

比較的交通事故が多いから

産業が盛んでなく賑わいがないから

市が民間企業や周辺自治体とあまり連携せず住みやすさが向上しないから

その他

無回答

n=27 
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⚫ 居住地区：寒川地区 

寒川地区では「バスなどの公共交通機関が不便だから」が 53.8%で最も多くなっており、その

次に「買い物が不便だから」（46.2%）、「産業が盛んでなく賑わいがないから」（19.2%）となって

います。 

 

 

  

53.8%

46.2%

19.2%

15.4%

15.4%

11.5%

11.5%

11.5%

7.7%

7.7%

7.7%

3.8%

3.8%

3.8%

3.8%

3.8%

3.8%

3.8%

3.8%

3.8%

3.8%

7.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

バスなどの公共交通機関が不便だから

買い物が不便だから

産業が盛んでなく賑わいがないから

通勤・通学先が遠いから

高齢者・障がい者への対応が進んでいないから

道路・上下水道などのインフラが不十分から

車の移動が不便だから

比較的災害が多いから

医療体制が充実していないから

公園が利用しにくく空き家が多いなど周辺が過ごしにくい住環境だから

観光資源や歴史・文化などの誇りに思えるものがないから

学校教育・学習支援が充実していないから

働きやすい環境が整っていないから

生涯学習やスポーツの環境が充実していないから

都心部へのアクセスが悪いから

比較的犯罪が多いから

比較的交通事故が多いから

市民としてまちづくりに参画できる機会があまりないから

市が民間企業や周辺自治体とあまり連携せず住みやすさが向上しないから

多様性が尊重されず魅力がないから

行政が効率的に運営されておらず将来的に不安だから

その他

n=26 
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⚫ 居住地区：豊田地区 

豊田地区では「バスなどの公共交通機関が不便だから」が 27.7%で最も多くなっており、その

次に「魅力的な仕事がないから」（21.3%）、「道路・上下水道などのインフラが不十分から」

（21.3%）となっています。 

 

 

  

27.7%

21.3%

21.3%

19.1%

14.9%

12.8%

12.8%

10.6%

8.5%

8.5%

8.5%

6.4%

4.3%

4.3%

4.3%

4.3%

4.3%

4.3%

4.3%

2.1%

2.1%

2.1%

2.1%

12.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

バスなどの公共交通機関が不便だから

魅力的な仕事がないから

道路・上下水道などのインフラが不十分から

買い物が不便だから

公園が利用しにくく空き家が多いなど周辺が過ごしにくい住環境だから

産業が盛んでなく賑わいがないから

行政が効率的に運営されておらず将来的に不安だから

生涯学習やスポーツの環境が充実していないから

医療体制が充実していないから

比較的犯罪が多いから

観光資源や歴史・文化などの誇りに思えるものがないから

働きやすい環境が整っていないから

高齢者・障がい者への対応が進んでいないから

地域の支えあいがなく不安だから

車の移動が不便だから

比較的災害が多いから

比較的交通事故が多いから

市が民間企業や周辺自治体とあまり連携せず住みやすさが向上しないから

多様性が尊重されず魅力がないから

学校教育・学習支援が充実していないから

通勤・通学先が遠いから

平地林や田園風景などの自然環境が乏しいから

行政のデジタル化が進んでおらず暮らしにくいから

無回答

n=47 
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⚫ 居住地区：中地区 

中地区では「バスなどの公共交通機関が不便だから」が 48.5%で最も多くなっており、その次

に「道路・上下水道などのインフラが不十分から」（33.3%）、「買い物が不便だから」（30.3%）と

なっています。 

 

 

  

48.5%

33.3%

30.3%

15.2%

15.2%

12.1%

9.1%

9.1%

9.1%

6.1%

6.1%

6.1%

6.1%

6.1%

3.0%

3.0%

3.0%

3.0%

9.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

バスなどの公共交通機関が不便だから

道路・上下水道などのインフラが不十分から

買い物が不便だから

医療体制が充実していないから

公園が利用しにくく空き家が多いなど周辺が過ごしにくい住環境だから

比較的交通事故が多いから

魅力的な仕事がないから

都心部へのアクセスが悪いから

比較的犯罪が多いから

子育てしやすい環境がないから

通勤・通学先が遠いから

働きやすい環境が整っていないから

車の移動が不便だから

比較的災害が多いから

脱炭素やごみ減量の取組が推進されておらず環境にやさしくないから

市が民間企業や周辺自治体とあまり連携せず住みやすさが向上しないから

行政のデジタル化が進んでおらず暮らしにくいから

その他

無回答

n=33 
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⚫ 居住地区：穂積地区 

穂積地区では「バスなどの公共交通機関が不便だから」が 44.7%で最も多くなっており、その

次に「買い物が不便だから」（18.4%）、「道路・上下水道などのインフラが不十分から」（15.8%）

となっています。 

 

 

  

44.7%

18.4%

15.8%

15.8%

13.2%

13.2%

13.2%

10.5%

10.5%

7.9%

7.9%

5.3%

5.3%

5.3%

2.6%

2.6%

2.6%

2.6%

2.6%

2.6%

5.3%

15.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

バスなどの公共交通機関が不便だから

買い物が不便だから

道路・上下水道などのインフラが不十分から

産業が盛んでなく賑わいがないから

高齢者・障がい者への対応が進んでいないから

車の移動が不便だから

観光資源や歴史・文化などの誇りに思えるものがないから

地域の支えあいがなく不安だから

比較的災害が多いから

子育てしやすい環境がないから

働きやすい環境が整っていないから

通勤・通学先が遠いから

医療体制が充実していないから

公園が利用しにくく空き家が多いなど周辺が過ごしにくい住環境だから

学校教育・学習支援が充実していないから

魅力的な仕事がないから

生涯学習やスポーツの環境が充実していないから

比較的犯罪が多いから

市民としてまちづくりに参画できる機会があまりないから

行政が効率的に運営されておらず将来的に不安だから

その他

無回答

n=38 
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⚫ 居住地区：桑地区 

桑地区では「バスなどの公共交通機関が不便だから」が 32.7%で最も多くなっており、その次

に「公園が利用しにくく空き家が多いなど周辺が過ごしにくい住環境だから」（16.8%）、「高齢

者・障がい者への対応が進んでいないから」（15.9%）となっています。 

 

 

  

32.7%

16.8%

15.9%

15.0%

13.1%

12.1%

12.1%

12.1%

9.3%

8.4%

8.4%

6.5%

6.5%

5.6%

5.6%

4.7%

4.7%

3.7%

3.7%

2.8%

2.8%

1.9%

1.9%

1.9%

1.9%

0.9%

4.7%

10.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

バスなどの公共交通機関が不便だから

公園が利用しにくく空き家が多いなど周辺が過ごしにくい住環境だから

高齢者・障がい者への対応が進んでいないから

買い物が不便だから

医療体制が充実していないから

道路・上下水道などのインフラが不十分から

車の移動が不便だから

観光資源や歴史・文化などの誇りに思えるものがないから

魅力的な仕事がないから

比較的犯罪が多いから

産業が盛んでなく賑わいがないから

子育てしやすい環境がないから

比較的交通事故が多いから

働きやすい環境が整っていないから

地域の支えあいがなく不安だから

生涯学習やスポーツの環境が充実していないから

市が民間企業や周辺自治体とあまり連携せず住みやすさが向上しないから

学校教育・学習支援が充実していないから

行政が効率的に運営されておらず将来的に不安だから

市民としてまちづくりに参画できる機会があまりないから

行政のデジタル化が進んでおらず暮らしにくいから

通勤・通学先が遠いから

都心部へのアクセスが悪いから

脱炭素やごみ減量の取組が推進されておらず環境にやさしくないから

多様性が尊重されず魅力がないから

平地林や田園風景などの自然環境が乏しいから

その他

無回答

n=107 
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⚫ 居住地区：絹地区 

絹地区では「バスなどの公共交通機関が不便だから」が 35.7%で最も多くなっており、その次

に「買い物が不便だから」（26.2%）、「道路・上下水道などのインフラが不十分から」（19.0%）と

なっています。 

 

 

  

35.7%

26.2%

19.0%

16.7%

14.3%

11.9%

11.9%

9.5%

9.5%

9.5%

7.1%

4.8%

4.8%

4.8%

4.8%

4.8%

2.4%

2.4%

2.4%

2.4%

2.4%

2.4%

2.4%

7.1%

11.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

バスなどの公共交通機関が不便だから

買い物が不便だから

道路・上下水道などのインフラが不十分から

公園が利用しにくく空き家が多いなど周辺が過ごしにくい住環境だから

魅力的な仕事がないから

医療体制が充実していないから

車の移動が不便だから

子育てしやすい環境がないから

働きやすい環境が整っていないから

産業が盛んでなく賑わいがないから

通勤・通学先が遠いから

高齢者・障がい者への対応が進んでいないから

都心部へのアクセスが悪いから

比較的犯罪が多いから

比較的交通事故が多いから

市が民間企業や周辺自治体とあまり連携せず住みやすさが向上しないから

学校教育・学習支援が充実していないから

地域の支えあいがなく不安だから

比較的災害が多いから

観光資源や歴史・文化などの誇りに思えるものがないから

市民としてまちづくりに参画できる機会があまりないから

行政が効率的に運営されておらず将来的に不安だから

行政のデジタル化が進んでおらず暮らしにくいから

その他

無回答

n=42 
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20. 小山市に住み続けたいですか。 

今後の定住意向では、「これからもずっと住み続けたい」と「当面の間は住み続けたい」は合

わせて 87.8%となっている一方で、「機会があれば市外へ転出したい」と「市外へ転出したい・

転出する予定である」は合わせて 11.0%となっています。 

 

 

【居住地区別】 

中地区を除いていずれの居住地区においても「これからもずっと住み続けたい」が最も多くな

っています。 

居
住
地
区/

 

回
答 ｎ 

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と

住
み
続
け
た
い 

当
面
の
間
は 

住
み
続
け
た
い 

機
会
が
あ
れ
ば 

市
外
へ
転
出
し
た
い 

市
外
へ
転
出
し
た
い
・

転
出
す
る
予
定
が
あ

る 

無
回
答 

全体 889 47.9% 39.9% 9.3% 1.7% 1.1% 

小山地区 248 42.3% 42.3% 11.3% 3.2% 0.8% 

大谷地区 175 49.1% 40.0% 8.6% 2.3% 0.0% 

間々田地区 141 44.7% 42.6% 10.6% 0.7% 1.4% 

生井地区 27 63.0% 25.9% 7.4% 0.0% 3.7% 

寒川地区 26 65.4% 26.9% 3.8% 0.0% 3.8% 

豊田地区 47 61.7% 34.0% 4.3% 0.0% 0.0% 

中地区 33 39.4% 48.5% 9.1% 0.0% 3.0% 

穂積地区 38 65.8% 26.3% 5.3% 0.0% 2.6% 

桑地区 107 46.7% 43.0% 8.4% 0.9% 0.9% 

絹地区 42 45.2% 38.1% 11.9% 2.4% 2.4% 

無回答 5 40.0% 40.0% 20.0% 0.0% 0.0% 

 

47.9% 39.9% 9.3%

1.7%
1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

これからもずっと住み続けたい

当面の間は住み続けたい

機会があれば市外へ転出したい

市外へ転出したい・転出する予定がある

無回答

426 355 83

15
10

n=889 
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◼ 幸福度について 

21. 現在あなたはどれくらい幸せですか。 

「１」を「とても不幸」、「１０」を「とても幸せ」とした幸福度では、「８」が 21.9%で最も多くなってお

り、その次に「５」（20.1%）、「７」（17.5%）となっています。回答者全体の幸福度の平均値は 6.53

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住地区別】 

小山地区、大谷地区、間々田地区、豊田地区、穂積地区の 5 地区で「８」が最も多くなってい

る一方で、生井地区、寒川地区、中地区、桑地区の 4 地区では「５」が最も多くなっています。 

居
住
地
区/ 

回
答 ｎ 

1 

と
て
も
不
幸 

2 3 4 5 6 7 8 9 

10 

と
て
も
幸
せ 

無
回
答 

全体 889 2.0% 2.1% 5.1% 4.5% 20.1% 10.5% 17.5% 21.9% 6.3% 8.7% 1.2% 

小山地区 248 2.4% 3.2% 4.0% 4.8% 16.9% 12.1% 19.4% 21.0% 4.8% 10.1% 1.2% 

大谷地区 175 1.1% 2.3% 4.6% 3.4% 21.1% 10.3% 15.4% 21.7% 8.6% 10.9% 0.6% 

間々田地区 141 2.1% 2.1% 5.7% 4.3% 17.0% 11.3% 15.6% 28.4% 7.8% 3.5% 2.1% 

生井地区 27 7.4% 0.0% 0.0% 3.7% 29.6% 0.0% 14.8% 25.9% 3.7% 14.8% 0.0% 

寒川地区 26 0.0% 0.0% 7.7% 7.7% 30.8% 23.1% 7.7% 15.4% 3.8% 3.8% 0.0% 

豊田地区 47 0.0% 0.0% 8.5% 4.3% 10.6% 8.5% 25.5% 31.9% 4.3% 6.4% 0.0% 

中地区 33 0.0% 6.1% 12.1% 3.0% 27.3% 6.1% 6.1% 18.2% 12.1% 9.1% 0.0% 

穂積地区 38 0.0% 0.0% 2.6% 5.3% 23.7% 7.9% 13.2% 26.3% 5.3% 7.9% 7.9% 

桑地区 107 0.9% 0.9% 5.6% 6.5% 24.3% 10.3% 19.6% 15.0% 7.5% 8.4% 0.9% 

絹地区 42 9.5% 0.0% 4.8% 2.4% 23.8% 4.8% 26.2% 16.7% 0.0% 11.9% 0.0% 

無回答 5 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 20.0% 20.0% 40.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

n=889 

2.0%
2.1%

5.1%
4.5%

20.1%
10.5%

17.5%
21.9%

6.3%
8.7%

1.2%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

とても不幸 1

2
3
4
5
6
7
8
9

とても幸せ 10
無回答
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◼ 市の情報の入手手段について 

22. あなたはどこから小山市の情報を入手していますか。主な入手先を 3 つまで教えてくだ

さい。 

市の情報の入手手段では、「広報おやま」が 70.4%で最も多くなっており、その次に「知人・友

人・同僚・家族」（31.5%）、「新聞」（28.1%）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

70.4%

31.5%

28.1%

20.6%

12.7%

9.6%

7.9%

6.5%

3.6%

2.8%

2.2%

1.2%

0.8%

0.6%

0.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

広報おやま

知人・友人・同僚・家族

新聞

市公式 ホームページ

特に入手していない

行政テレビ

市安全安心メール

おーラジ

市公式 LINE

その他

市公式 Instagram

市公式 X（旧Twitter）

市公式 YouTube

市公式 Facebook

無回答

n=889 
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【年齢別】 

いずれの年齢においても「広報おやま」が上位回答となっており、50～59 歳を除いていずれ

の年齢においても「知人・友人・同僚・家族」も上位回答となっています 

年
齢/

回
答 

ｎ 

広
報
お
や
ま 

市
公
式 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

市
公
式 

X 

（
旧T

w
itte

r

） 

市
公
式 

F
ac

ebo
o
k 

市
公
式 

In
stagram

 

市
公
式 

Y
o
u
T
u
be 

市
公
式 

L
IN

E
 

市
安
全
安
心
メ
ー
ル 

全体 889 70.4% 20.6% 1.2% 0.6% 2.2% 0.8% 3.6% 7.9% 

18～29 歳 86 24.4% 22.1% 7.0% 3.5% 4.7% 1.2% 4.7% 5.8% 

30～39 歳 100 50.0% 18.0% 1.0% 1.0% 7.0% 0.0% 3.0% 6.0% 

40～49 歳 113 61.9% 27.4% 1.8% 0.0% 3.5% 0.0% 2.7% 12.4% 

50～59 歳 144 68.8% 30.6% 0.7% 0.0% 2.8% 0.0% 6.3% 14.6% 

60～69 歳 166 80.7% 25.9% 0.6% 0.6% 0.0% 2.4% 4.2% 7.8% 

70 歳以上 274 89.8% 9.9% 0.0% 0.0% 0.4% 0.7% 2.2% 4.0% 

無回答 6 100.0% 16.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年
齢/

回
答 

 
ｎ 

行
政
テ
レ
ビ 

お
ー
ラ
ジ 

新
聞 

知
人
・友
人
・同
僚
・

家
族 

特
に
入
手
し
て
い
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 889 9.6% 6.5% 28.1% 31.5% 12.7% 2.8% 0.6% 

18～29 歳 86 5.8% 4.7% 5.8% 29.1% 33.7% 3.5% 1.2% 

30～39 歳 100 2.0% 4.0% 3.0% 33.0% 26.0% 4.0% 0.0% 

40～49 歳 113 2.7% 8.0% 10.6% 27.4% 14.2% 8.8% 0.0% 

50～59 歳 144 9.0% 6.9% 19.4% 17.4% 16.7% 0.7% 0.0% 

60～69 歳 166 10.8% 6.6% 28.3% 30.1% 6.0% 1.2% 0.6% 

70 歳以上 274 15.3% 7.3% 55.8% 42.0% 2.9% 1.1% 1.1% 

無回答 6 33.3% 0.0% 33.3% 16.7% 0.0% 33.3% 0.0% 
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23. あなたは市の広報紙「広報おやま」をどの程度読んでいますか。 

「広報おやま」を読む頻度では、 「毎号ほとんどのページを読んでいる」が 30.9%で最も多くな

っており、その次に「毎号一部分を読んでいる」（22.7%）、「時々読む号がある」（19.9%）となっ

ています。 

 

【年齢別】 

50 歳以上では「毎号ほとんどのページを読んでいる」が最も多くなっている一方で、18～29

歳では「ほとんど読まない」、30～39 歳では「時々読む号がある」が最も多くなっています。 

年
齢/

回
答 

ｎ 
毎
号
ほ
と
ん
ど
の 

ペ
ー
ジ
を
読
ん
で
い
る 

毎
号
一
部
分
を 

読
ん
で
い
る 

時
々
読
む
号
が
あ
る 

ほ
と
ん
ど
読
ま
な
い 

広
報
紙
の
存
在
は
知
っ
て
い
る

が
、
読
ん
だ
こ
と
は
な
い 

広
報
紙
の
存
在
を 

知
ら
な
か
っ
た 

無
回
答 

全体 889 30.9% 22.7% 19.9% 14.3% 5.4% 6.1% 0.7% 

18～29 歳 86 10.5% 4.7% 19.8% 24.4% 19.8% 19.8% 1.2% 

30～39 歳 100 14.0% 17.0% 23.0% 17.0% 10.0% 19.0% 0.0% 

40～49 歳 113 17.7% 26.5% 23.0% 22.1% 2.7% 8.0% 0.0% 

50～59 歳 144 27.8% 19.4% 25.7% 17.4% 6.3% 2.8% 0.7% 

60～69 歳 166 35.5% 27.7% 21.1% 12.7% 1.8% 1.2% 0.0% 

70 歳以上 274 47.8% 27.4% 13.9% 6.2% 2.2% 1.1% 1.5% 

無回答 6 33.3% 33.3% 16.7% 16.7% 0.0% 0.0% 0.0% 

 

30.9%

22.7%

19.9%

14.3%

5.4%

6.1%

0.7%

0.0% 20.0% 40.0%

毎号ほとんどのページを読んでいる

毎号一部分を読んでいる

時々読む号がある

ほとんど読まない

広報紙の存在は知っているが、読んだことはない

広報紙の存在を知らなかった

無回答

n=889 
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◼ 田園環境都市おやまビジョンについて 

24. 小山市では、市制 100 周年を迎える 2054 年のあるべき姿を描いた「田園環境都市お

やまビジョン」を策定したことを知っていますか。 

「田園環境都市おやまビジョン」の認知度では、 「策定したことを知らない」が 59.2%で最も多

くなっており、その次に「策定したことを知っているが、内容はあまり理解していない」（26.2%）、

「策定したことを知っていて、内容を少し理解している」（9.3%）となっています。 

 

【年齢別】 

無回答を除いていずれの年齢においても「策定したことを知らない」が最も多くなっています。 

年
齢/
回
答 

ｎ 
策
定
し
た
こ
と
を
知
っ
て

い
て
、
内
容
を
お
お
む
ね

理
解
し
て
い
る 

策
定
し
た
こ
と
を
知
っ
て

い
て
、
内
容
を
少
し 

理
解
し
て
い
る 

策
定
し
た
こ
と
を
知
っ
て

い
る
が
、
内
容
は
あ
ま
り

理
解
し
て
い
な
い 

策
定
し
た
こ
と
を 

知
ら
な
い 

無
回
答 

全体 889 3.5% 9.3% 26.2% 59.2% 1.8% 

18～29 歳 86 2.3% 5.8% 9.3% 80.2% 2.3% 

30～39 歳 100 1.0% 7.0% 20.0% 71.0% 1.0% 

40～49 歳 113 6.2% 4.4% 23.9% 64.6% 0.9% 

50～59 歳 144 2.8% 11.8% 23.6% 61.8% 0.0% 

60～69 歳 166 3.0% 12.0% 30.1% 54.8% 0.0% 

70 歳以上 274 4.4% 9.5% 33.9% 47.8% 4.4% 

無回答 6 0.0% 50.0% 16.7% 33.3% 0.0% 

 

3.5%

9.3%

26.2%

59.2%

1.8%

0.0% 50.0% 100.0%

策定したことを知っていて、内容をおおむね理解している

策定したことを知っていて、内容を少し理解している

策定したことを知っているが、内容はあまり理解していない

策定したことを知らない

無回答

n=889 
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◼ 市民フォーラムについて 

25. 小山市で市民フォーラム（※）を開催していることを知っていますか。 

市民フォーラムの認知度では、 「知っていて、参加したことがある」が 2.2%、「知っているが、

参加したことはない」が 44.0%、「知らない」が 51.9%となっています。 

※市民フォーラムとは、市民参加型のまちづくりを進めるために市民と市長が直接意見交換を行い、市民の声を

市政へ反映させるものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

18 歳～59 歳では「知らない」が最も多くなっている一方で、60 歳以上では「知っているが、参

加したことはない」が最も多くなっています。 

年
齢/

回
答 

ｎ 

知
っ
て
い
て
、 

参
加
し
た
こ
と

が
あ
る 

知
っ
て
い
る
が
、 

参
加
し
た
こ
と

は
な
い 

知
ら
な
い 

無
回
答 

全体 889 2.2% 44.0% 51.9% 1.9% 

18～29 歳 86 3.5% 16.3% 77.9% 2.3% 

30～39 歳 100 2.0% 24.0% 72.0% 2.0% 

40～49 歳 113 0.9% 40.7% 57.5% 0.9% 

50～59 歳 144 1.4% 42.4% 52.8% 3.5% 

60～69 歳 166 2.4% 62.7% 34.9% 0.0% 

70 歳以上 274 2.9% 50.7% 43.8% 2.6% 

無回答 6 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 

 

知っていて、参加し

たことがある

20

2.2%

知っているが、

参加したことは

ない

391

44.0%

知らない

461

51.9%

無回答

17

1.9%

n=889 
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◼ 交通について 

26. 通勤・通学、買い物などで外出するときに、最もよく利用している交通手段を教えてくだ

さい。 

最も利用している交通手段では、 「自家用車（運転）」が 70.6%で最も多くなっており、その次

に「自転車」（10.3%）、「自家用車（同乗）」（8.5%）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

いずれの年齢においても「自家用車（運転） 」が最も多くなっています。 

年
齢/
回
答 

ｎ 

徒
歩 

自
転
車 

バ
イ
ク
・
原
付 

自
家
用
車
（運
転
） 

自
家
用
車
（同
乗
） 

バ
ス 

電
車 

タ
ク
シ
ー 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 889 4.0% 10.3% 0.7% 70.6% 8.5% 1.2% 3.1% 0.7% 0.6% 0.1% 

18～29 歳 86 4.7% 16.3% 1.2% 57.0% 7.0% 1.2% 10.5% 0.0% 1.2% 1.2% 

30～39 歳 100 5.0% 9.0% 1.0% 72.0% 5.0% 1.0% 7.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

40～49 歳 113 3.5% 8.8% 0.9% 81.4% 2.7% 0.0% 0.9% 0.9% 0.9% 0.0% 

50～59 歳 144 4.9% 5.6% 0.0% 81.9% 2.1% 1.4% 4.2% 0.0% 0.0% 0.0% 

60～69 歳 166 2.4% 10.8% 1.2% 72.3% 8.4% 0.6% 2.4% 0.6% 1.2% 0.0% 

70 歳以上 274 4.4% 12.0% 0.4% 62.4% 16.4% 2.2% 0.4% 1.5% 0.4% 0.0% 

無回答 6 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

 

n=889 

4.0%
10.3%

0.7%
70.6%

8.5%
1.2%
3.1%
0.7%
0.6%
0.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

徒歩
自転車

バイク・原付
自家用車（運転）
自家用車（同乗）

バス
電車

タクシー
その他
無回答
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27. おーバス（路線バス・デマンドバス）を利用していますか。 

おーバスの利用について、 「利用していない」が 70.0%で最も多くなっており、その次に「年に

1～3 回利用している」（20.7%）、「月に 1～3 回利用している」（7.2%）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

いずれの年齢においても「利用していない 」が最も多くなっています。 

年
齢/

回
答 

 

ｎ 
ほ
ぼ
毎
日 

利
用
し
て
い
る 

週
に
1
～
3
回 

利
用
し
て
い
る 

月
に
1
～
3
回 

利
用
し
て
い
る 

年
に
1
～
3
回 

利
用
し
て
い
る 

利
用
し
て
い
な
い 

無
回
答 

全体 889 0.6% 1.3% 7.2% 20.7% 70.0% 0.2% 

18～29 歳 86 1.2% 0.0% 11.6% 27.9% 58.1% 1.2% 

30～39 歳 100 0.0% 1.0% 9.0% 23.0% 67.0% 0.0% 

40～49 歳 113 2.7% 1.8% 5.3% 18.6% 70.8% 0.9% 

50～59 歳 144 0.7% 0.7% 3.5% 21.5% 73.6% 0.0% 

60～69 歳 166 0.0% 1.8% 4.8% 20.5% 72.9% 0.0% 

70 歳以上 274 0.0% 1.8% 9.5% 17.9% 70.8% 0.0% 

無回答 6 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 66.7% 0.0% 

 

  

n=889 

0.6%

1.3%

7.2%

20.7%

70.0%

0.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

ほぼ毎日利用している

週に1～3回利用している

月に1～3回利用している

年に1～3回利用している

利用していない

無回答
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28. 主にどのような目的でおーバス（路線バス・デマンドバス）を利用していますか。 

おーバスを利用している方のうちその利用目的として、 「買い物」が 32.5%で最も多くなってお

り、その次に駅への移動などを含む「その他」（26.4%）、「通院」（12.1%）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

40～59 歳を除いていずれの年齢においても「買い物」が最も多くなっている一方で、40～59

歳では「その他」が最も多くなっています。 

年
齢/

回
答 

ｎ 
通
勤
・通
学 

買
い
物 

通
院 

出
張
所
、
公
民
館
等
の 

公
共
施
設
利
用 

観
光 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 265 11.7% 32.5% 12.1% 1.9% 10.6% 26.4% 4.9% 

18～29 歳 35 25.7% 45.7% 0.0% 0.0% 5.7% 22.9% 0.0% 

30～39 歳 33 12.1% 39.4% 9.1% 0.0% 15.2% 24.2% 0.0% 

40～49 歳 32 25.0% 12.5% 6.3% 3.1% 9.4% 40.6% 3.1% 

50～59 歳 38 10.5% 23.7% 10.5% 5.3% 21.1% 26.3% 2.6% 

60～69 歳 45 4.4% 42.2% 11.1% 2.2% 8.9% 24.4% 6.7% 

70 歳以上 80 5.0% 31.3% 21.3% 1.3% 7.5% 23.8% 10.0% 

無回答 2 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 

 

  

n=265 

11.7%

32.5%

12.1%

1.9%

10.6%

26.4%

4.9%

0.0% 20.0% 40.0%

通勤・通学

買い物

通院

出張所、公民館等の公共施設利用

観光

その他

無回答



53 

 

29. あなたは普段、市内のバスやタクシーなどの公共交通を使って、買い物や通院、役所な

どへ行くとき、「便利だ」と感じますか。 

公共交通の便利さでは、 「公共交通は利用していない」が 52.9%で最も多くなっており、その

次に「あまり便利だと感じない」（13.4%）、「まあ便利だと感じる」（13.3%）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

いずれの年齢においても「公共交通は利用していない」が最も多くなっています。 

また、公共交通を利用している人について年齢別にみると、18 歳～39 歳と 70 歳以上では

「まあ便利だと感じる」が最も多く、40 歳～69 歳では「あまり便利だと感じない」が最も多くなっ

ています。 

年
齢/

回
答 

ｎ 

と
て
も
便
利
だ
と 

感
じ
る 

ま
あ
便
利
だ
と
感
じ
る 

あ
ま
り
便
利
だ
と 

感
じ
な
い 

全
く
便
利
だ
と 

感
じ
な
い 

公
共
交
通
は 

利
用
し
て
い
な
い 

無
回
答 

全体 889 4.8% 13.3% 13.4% 9.1% 52.9% 6.5% 

18～29 歳 86 9.3% 18.6% 16.3% 14.0% 37.2% 4.7% 

30～39 歳 100 4.0% 18.0% 15.0% 11.0% 48.0% 4.0% 

40～49 歳 113 2.7% 12.4% 14.2% 8.8% 59.3% 2.7% 

50～59 歳 144 4.9% 9.0% 12.5% 10.4% 59.0% 4.2% 

60～69 歳 166 4.8% 13.3% 14.5% 8.4% 53.6% 5.4% 

70 歳以上 274 4.7% 12.0% 11.3% 6.9% 53.3% 11.7% 

無回答 6 0.0% 33.3% 16.7% 0.0% 50.0% 0.0% 

n=889 

4.8%

13.3%

13.4%

9.1%

52.9%

6.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

とても便利だと感じる

まあ便利だと感じる

あまり便利だと感じない

全く便利だと感じない

公共交通は利用していない

無回答
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◼ 市役所の窓口サービスについて 

30. あなたは、市役所の窓口サービスをどの程度の頻度で利用していますか。 

市役所の窓口サービスの利用頻度では、 「およそ年に 1 回程度利用している」が 41.3%で最

も多くなっており、その次に「全く利用していない」（30.7%）、「およそ半年に 1 回程度利用して

いる」（17.3%）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

31. 窓口サービスの内容に満足していますか。 

市役所の窓口サービスを利用している方の窓口サービスに対する満足度では、「満足してい

る」と「どちらかといえば満足している」は合わせて 80.1％となっている一方で、「不満である」

と「どちらかといえば不満である」は合わせて 18.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.8%

2.0%

7.4%

17.3%

41.3%

30.7%

0.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

月に数回利用している

およそ月に1回程度利用している

およそ2～3か月に1回程度利用している

およそ半年に1回程度利用している

およそ年に1回程度利用している

全く利用していない

無回答

28.3%

51.8%

14.5%

3.6%

1.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

満足している

どちらかといえば満足している

どちらかといえば不満である

不満である

無回答

n=889 

n=612 



55 

 

◼ 健康・福祉について 

32. 小山市では夜間や休日の急病時を含め、適切な医療機関を受診できると思いますか。 

適切な医療機関を受診できると思うかどうかの設問では、 「そう思う」と「どちらかといえばそ

う思う」は合わせて 59.7%となっている一方で、「そう思わない」と「どちらかといえばそう思わな

い」は合わせて 38.2%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

無回答を除いていずれの年齢においても「どちらかといえばそう思う」が最も多くなっていま

す。 

年
齢/

回
答 

ｎ 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

無
回
答 

全体 889 14.6% 45.1% 25.3% 12.9% 2.0% 

18～29 歳 86 14.0% 50.0% 19.8% 14.0% 2.3% 

30～39 歳 100 9.0% 40.0% 36.0% 15.0% 0.0% 

40～49 歳 113 11.5% 49.6% 23.9% 14.2% 0.9% 

50～59 歳 144 11.8% 43.8% 25.7% 17.4% 1.4% 

60～69 歳 166 12.7% 43.4% 29.5% 13.9% 0.6% 

70 歳以上 274 20.8% 46.4% 19.7% 8.8% 4.4% 

無回答 6 16.7% 0.0% 83.3% 0.0% 0.0% 

 

n=889 

14.6%

45.1%

25.3%

12.9%

2.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

無回答
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33. あなたは自分の歯や口の健康をどの程度重要だと思いますか。 

歯や口の健康の重要度では、 「とても重要である」が 70.4%で最も多くなっており、その次に

「どちらかといえば重要である」（25.1%）、「どちらかといえば重要でない」（2.6%）となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

いずれの年齢においても「とても重要である」が最も多くなっています。 

年
齢/

回
答 

ｎ 

と
て
も
重
要
で
あ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

重
要
で
あ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

重
要
で
な
い 

重
要
で
な
い 

無
回
答 

全体 889 70.4% 25.1% 2.6% 0.8% 1.1% 

18～29 歳 86 64.0% 29.1% 2.3% 3.5% 1.2% 

30～39 歳 100 74.0% 24.0% 2.0% 0.0% 0.0% 

40～49 歳 113 69.0% 26.5% 1.8% 1.8% 0.9% 

50～59 歳 144 70.1% 25.7% 2.8% 0.7% 0.7% 

60～69 歳 166 74.7% 22.3% 3.0% 0.0% 0.0% 

70 歳以上 274 69.7% 24.8% 2.6% 0.4% 2.6% 

無回答 6 50.0% 33.3% 16.7% 0.0% 0.0% 

 

  

n=889 

70.4%

25.1%

2.6%

0.8%

1.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

とても重要である

どちらかといえば重要である

どちらかといえば重要でない

重要でない

無回答
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34. 小山市の在宅福祉サービスや介護保険サービスの充実度について、あなたはどのよう

に思いますか。 

小山市の在宅福祉サービスや介護保険サービスの充実度では、 「現在利用していない、ま

たは分からない」が 57.9%で最も多くなっており、その次に「それなりに充実していると感じる」

（27.0%）、「あまり充実していないと感じる」（7.0%）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【65 歳以上の同居家族の有無別】 

65 歳以上の同居家族のいる回答者のほうが「それなりに充実していると感じる」が多くなって

います。 

６５
歳
以
上
の
同
居
家
族 

の
有
無/

回
答 

ｎ 
充
実
し
て
い
る 

と
感
じ
る 

そ
れ
な
り
に
充
実 

し
て
い
る
と
感
じ
る 

あ
ま
り
充
実 

し
て
い
な
い
と
感
じ
る 

充
実
し
て
い
な
い 

と
感
じ
る 

現
在
利
用
し
て
い
な
い
、 

ま
た
は
分
か
ら
な
い 

無
回
答 

全体 889 3.8% 27.0% 7.0% 3.1% 57.9% 1.1% 

いる 487 4.3% 33.5% 7.6% 2.5% 50.7% 1.4% 

いない 388 3.1% 18.6% 5.9% 4.1% 67.5% 0.8% 

無回答 14 7.1% 35.7% 14.3% 0.0% 42.9% 0.0% 

 

  

n=889 
3.8%

27.0%

7.0%

3.1%

57.9%

1.1%

0.0% 50.0% 100.0%

充実していると感じる

それなりに充実していると感じる

あまり充実していないと感じる

充実していないと感じる

現在利用していない、または分からない

無回答
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【要支援・要介護の同居家族の有無別】 

要支援・要介護の同居家族のいる回答者では「それに充実していると感じる」が最も多くなっ

ています。 

要
支
援
・
要
介
護
の 

同
居
家
族
の
有
無/

回
答 

ｎ 

充
実
し
て
い
る 

と
感
じ
る 

そ
れ
な
り
に
充
実 

し
て
い
る
と
感
じ
る 

あ
ま
り
充
実 

し
て
い
な
い
と
感
じ
る 

充
実
し
て
い
な
い 

と
感
じ
る 

現
在
利
用
し
て
い
な
い
、

ま
た
は
分
か
ら
な
い 

無
回
答 

全体 889 3.8% 27.0% 7.0% 3.1% 57.9% 1.1% 

いる 102 6.9% 64.7% 12.7% 1.0% 14.7% 0.0% 

いない 772 3.4% 21.9% 6.0% 3.5% 64.0% 1.3% 

無回答 15 6.7% 33.3% 20.0% 0.0% 40.0% 0.0% 

 

 

【障害手帳をお持ちの同居家族の有無別】 

障害手帳をお持ちの同居家族のいる回答者のほうが「それなりに充実していると感じる」が多

くなっています。 

障
害
手
帳
を
お
持
ち
の

同
居
家
族
の
有
無/

回
答 

 

ｎ 

充
実
し
て
い
る 

と
感
じ
る 

そ
れ
な
り
に
充
実 

し
て
い
る
と
感
じ
る 

あ
ま
り
充
実 

し
て
い
な
い
と
感
じ
る 

充
実
し
て
い
な
い 

と
感
じ
る 

現
在
利
用
し
て
い
な
い
、 

ま
た
は
分
か
ら
な
い 

無
回
答 

全体 889 3.8% 27.0% 7.0% 3.1% 57.9% 1.1% 

いる 105 3.8% 40.0% 7.6% 3.8% 43.8% 1.0% 

いない 766 3.7% 25.2% 6.7% 3.1% 60.2% 1.2% 

無回答 18 11.1% 27.8% 16.7% 0.0% 44.4% 0.0% 
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◼ 暮らし・生活について 

35. あなたは市内の図書館、博物館、美術館などの社会教育施設をどの程度の頻度で利

用していますか。 

社会教育施設の利用頻度では、 「全く利用していない」が 65.0%で最も多くなっており、その

次に「およそ年に 1 回程度利用している」（14.4%）、「およそ半年に 1 回程度利用している」

（7.2%）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

いずれの年齢においても「全く利用していない」が最も多くなっています。 

年
齢/

回
答 

ｎ 

月
に
数
回 

利
用
し
て
い
る 

お
よ
そ
月
に
１
回
程
度 

利
用
し
て
い
る 

お
よ
そ
２
～
３
か
月
に 

１
回
程
度
利
用
し
て
い
る 

お
よ
そ
半
年
に
１
回 

程
度
利
用
し
て
い
る 

お
よ
そ
年
に
１
回
程
度 

利
用
し
て
い
る 

全
く
利
用
し
て
い
な
い 

無
回
答 

全体 889 4.6% 3.4% 4.4% 7.2% 14.4% 65.0% 1.0% 

18～29 歳 86 3.5% 3.5% 0.0% 8.1% 17.4% 66.3% 1.2% 

30～39 歳 100 7.0% 4.0% 6.0% 9.0% 11.0% 63.0% 0.0% 

40～49 歳 113 2.7% 6.2% 2.7% 7.1% 20.4% 59.3% 1.8% 

50～59 歳 144 5.6% 2.1% 5.6% 4.9% 11.1% 70.8% 0.0% 

60～69 歳 166 5.4% 2.4% 4.8% 6.6% 15.7% 65.1% 0.0% 

70 歳以上 274 3.6% 3.3% 5.1% 8.0% 13.5% 64.2% 2.2% 

無回答 6 16.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 83.3% 0.0% 

 

4.6%

3.4%

4.4%

7.2%

14.4%

65.0%

1.0%

0.0% 50.0% 100.0%

月に数回利用している

およそ月に1回程度利用している

およそ2～3か月に1回程度利用している

およそ半年に1回程度利用している

およそ年に1回程度利用している

全く利用していない

無回答

n=889 
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36. あなたは市内の公民館（※）をどの程度の頻度で利用していますか。 

公民館の利用頻度では、 「全く利用していない」が 72.9%で最も多くなっており、その次に「お

よそ年に 1 回程度利用している」（10.8%）、「およそ半年に 1 回程度利用している」（5.7%）とな

っています。 

※中央公民館、生井公民館、寒川公民館、豊田公民館、中公民館、穂積公民館、絹公民館 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住地区別】 

いずれの地区においても「全く利用していない」が最も多くなっています。 

居
住
地
区/

回
答 

ｎ 

月
に
数
回 

利
用
し
て
い
る 

お
よ
そ
月
に
１
回
程
度 

利
用
し
て
い
る 

お
よ
そ
２
～
３
か
月
に 

１
回
程
度
利
用
し
て
い
る 

お
よ
そ
半
年
に
１
回 

程
度
利
用
し
て
い
る 

お
よ
そ
年
に
１
回
程
度 

利
用
し
て
い
る 

全
く
利
用
し
て
い
な
い 

無
回
答 

全体 889 2.6% 1.9% 3.5% 5.7% 10.8% 72.9% 2.6% 

小山地区 248 0.4% 0.8% 0.8% 2.0% 7.3% 86.3% 2.4% 

大谷地区 175 1.7% 1.1% 0.0% 4.0% 8.6% 81.1% 3.4% 

間々田地区 141 2.1% 2.8% 0.7% 3.5% 5.0% 80.9% 5.0% 

生井地区 27 7.4% 3.7% 11.1% 22.2% 18.5% 37.0% 0.0% 

寒川地区 26 7.7% 15.4% 11.5% 7.7% 15.4% 34.6% 7.7% 

豊田地区 47 2.1% 4.3% 8.5% 12.8% 17.0% 55.3% 0.0% 

中地区 33 6.1% 6.1% 12.1% 21.2% 18.2% 36.4% 0.0% 

穂積地区 38 10.5% 0.0% 10.5% 7.9% 23.7% 47.4% 0.0% 

桑地区 107 1.9% 0.0% 3.7% 4.7% 12.1% 76.6% 0.9% 

絹地区 42 7.1% 0.0% 9.5% 11.9% 23.8% 45.2% 2.4% 

無回答 5 0.0% 0.0% 40.0% 0.0% 20.0% 40.0% 0.0% 

 

n=889 

2.6%

1.9%

3.5%

5.7%

10.8%

72.9%

2.6%

0.0% 50.0% 100.0%

月に数回利用している

およそ月に1回程度利用している

およそ2～3か月に1回程度利用している

およそ半年に1回程度利用している

およそ年に1回程度利用している

全く利用していない

無回答
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37. あなたは市内の市民交流センター（※）をどの程度の頻度で利用していますか。 

 

市民交流センターの利用頻度では、 「全く利用していない」が 72.3%で最も多くなっており、そ

の次に「およそ年に 1 回程度利用している」（12.4%）、「およそ半年に 1 回程度利用している」

（4.8%）となっています。 

※間々田市民交流センター、小山城南市民交流センター、桑市民交流センター、大谷市民交流センター 

 

 

 

 

 

 

 

【居住地区別】 

いずれの地区においても「全く利用していない」が最も多くなっています。 

居
住
地
区/

回
答 

ｎ 

月
に
数
回 

利
用
し
て
い
る 

お
よ
そ
月
に
１
回
程
度 

利
用
し
て
い
る 

お
よ
そ
２
～
３
か
月
に 

１
回
程
度
利
用
し
て
い
る 

お
よ
そ
半
年
に
１
回 

程
度
利
用
し
て
い
る 

お
よ
そ
年
に
１
回
程
度 

利
用
し
て
い
る 

全
く
利
用
し
て
い
な
い 

無
回
答 

全体 889 4.7% 1.6% 2.5% 4.8% 12.4% 72.3% 1.7% 

小山地区 248 4.8% 2.4% 1.6% 4.4% 10.5% 74.2% 2.0% 

大谷地区 175 3.4% 1.1% 2.3% 1.7% 10.9% 78.9% 1.7% 

間々田地区 141 6.4% 2.8% 4.3% 9.2% 19.9% 56.0% 1.4% 

生井地区 27 7.4% 0.0% 0.0% 3.7% 11.1% 77.8% 0.0% 

寒川地区 26 0.0% 0.0% 3.8% 0.0% 15.4% 73.1% 7.7% 

豊田地区 47 2.1% 0.0% 2.1% 6.4% 4.3% 85.1% 0.0% 

中地区 33 0.0% 0.0% 3.0% 6.1% 6.1% 84.8% 0.0% 

穂積地区 38 5.3% 2.6% 0.0% 2.6% 0.0% 89.5% 0.0% 

桑地区 107 9.3% 0.9% 4.7% 7.5% 18.7% 58.9% 0.0% 

絹地区 42 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 14.3% 78.6% 7.1% 

無回答 5 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0% 80.0% 0.0% 

 

n=889 

4.7%

1.6%

2.5%

4.8%

12.4%

72.3%

1.7%

0.0% 50.0% 100.0%

月に数回利用している

およそ月に1回程度利用している

およそ2～3か月に1回程度利用している

およそ半年に1回程度利用している

およそ年に1回程度利用している

全く利用していない

無回答
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38. あなたは現在、市内の公園や緑地の「利用のしやすさ」「魅力」「快適さ」について、どの

ように感じますか。 

公園や緑地の利用しやすさについて、「とても満足している」と「まあ満足している」は合わせ

て 38.9%となっている一方で、「全く満足していない」と「あまり満足していない」は合わせて

18.0%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3.7%

35.2%

13.3%

4.7%

41.7%

1.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

とても満足している

まあ満足している

あまり満足していない

全く満足していない

利用していないので分からない

無回答

n=889 
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【年齢別】 

30～49 歳では「まあ満足している」が最も多くなっている一方で、それ以外の年齢では「利用

していないので分からない」が最も多くなっています。 

年
齢/

回
答 

 

ｎ 

と
て
も
満
足 

し
て
い
る 

ま
あ
満
足 

し
て
い
る 

あ
ま
り
満
足 

し
て
い
な
い 

全
く
満
足 

し
て
い
な
い 

利
用
し
て
い
な
い

の
で
分
か
ら
な
い 

無
回
答 

全体 889 3.7% 35.2% 13.3% 4.7% 41.7% 1.3% 

18～29 歳 86 9.3% 27.9% 19.8% 8.1% 33.7% 1.2% 

30～39 歳 100 5.0% 43.0% 19.0% 8.0% 25.0% 0.0% 

40～49 歳 113 3.5% 43.4% 15.0% 3.5% 32.7% 1.8% 

50～59 歳 144 2.8% 38.2% 11.8% 4.2% 43.1% 0.0% 

60～69 歳 166 3.0% 33.1% 11.4% 6.0% 46.4% 0.0% 

70 歳以上 274 2.6% 31.8% 9.9% 2.2% 50.4% 3.3% 

無回答 6 0.0% 0.0% 33.3% 16.7% 50.0% 0.0% 

 

【子どもの有無別】 

子どものいる回答者で「まあ満足している」が最も多くなっています。 

子
ど
も
の 

有
無/

回
答 

 

ｎ 

と
て
も
満
足 

し
て
い
る 

ま
あ
満
足 

し
て
い
る 

あ
ま
り
満
足 

し
て
い
な
い 

全
く
満
足 

し
て
い
な
い 

利
用
し
て
い
な
い

の
で
分
か
ら
な
い 

無
回
答 

全体 889 3.7% 35.2% 13.3% 4.7% 41.7% 1.3% 

いる 202 5.0% 44.1% 16.8% 5.4% 27.7% 1.0% 

いない 678 3.2% 32.9% 12.2% 4.4% 45.7% 1.5% 

無回答 9 11.1% 11.1% 11.1% 11.1% 55.6% 0.0% 
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39. 市内の道路について、不便・危険だと感じる点はどのようなものですか。 

市内の道路の不便・危険だと感じる点では、 「夜間は暗い」が 49.0%で最も多くなっており、そ

の次に「歩道が狭い・ない」（47.7%）、「路面の損傷が多い」（39.7%）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

40. あなたのご家庭では、省エネルギー（節電・節水など）に取り組んでいますか。 

家庭での省エネの取り組みでは、 「多少は取り組んでいる」が 59.7%で最も多くなっており、そ

の次に「積極的に取り組んでいる」（17.2%）、「あまり取り組んでいない」（13.5%）となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

39.7%

47.7%

49.0%

32.1%

26.7%

30.5%

3.3%

6.0%

2.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

路面の損傷が多い

歩道が狭い・ない

夜間は暗い

雨の日に水たまりや冠水が起きやすい

車の通行量が多い

自転車の通行がしにくい

不便・危険だと感じる点はない

その他

無回答

17.2%

59.7%

13.5%

4.5%

3.3%

1.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

積極的に取り組んでいる

多少は取り組んでいる

あまり取り組んでいない

全く取り組んでいない

分からない

無回答

n=889 

n=889 
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41. あなたのご家庭では、ごみの減量やリサイクルに取り組んでいますか。 

家庭でのごみの減量やリサイクルの取り組みでは、 「多少は取り組んでいる」が 51.2%で最も

多くなっており、その次に「積極的に取り組んでいる」（31.2%）、「あまり取り組んでいない」

（10.7%）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

42. あなたのご家庭では、再生可能エネルギー（太陽光発電、グリーン電力契約など）を利

用していますか。 

家庭での再生可能エネルギーの取り組みでは、 「利用していないし、導入の予定もない」が

56.8%で最も多くなっており、その次に「現在利用している」（19.3%）、「再生可能エネルギーに

ついてよく分からない」（13.9%）となっています。 

 

 

  

31.2%

51.2%

10.7%

2.8%

2.5%

1.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

積極的に取り組んでいる

多少は取り組んでいる

あまり取り組んでいない

全く取り組んでいない

分からない

無回答

19.3%

5.5%

56.8%

2.9%

13.9%

1.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

現在利用している

利用していないが、導入を検討している

利用していないし、導入の予定もない

過去に利用したことがあるが、現在は利用していない

再生可能エネルギーについてよく分からない

無回答

n=889 

n=889 
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43. あなたは現在、「仕事」と「家庭生活やプライベート（育児・介護・趣味・休養など）」のバラ

ンスが取れていると感じますか。 

ワークライフバランスについて、「とてもバランスが取れている」と「まあバランスが取れてい

る」は合わせて 47.4%となっている一方で、「全くバランスが取れていない」と「あまりバランス

が取れていない」は合わせて 24.9%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

7.2%

40.2%

18.8%

6.1%

25.8%

2.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

とてもバランスが取れている

まあバランスが取れている

あまりバランスが取れていない

全くバランスが取れていない

現在は仕事をしていない、または分からない

無回答

n=889 
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【年齢別】 

70 歳以上を除いていずれの年齢においても「まあバランスが取れている」が最も多くなってい

ます。 

年
齢/

回
答 

ｎ 

と
て
も
バ
ラ
ン
ス
が 

取
れ
て
い
る 

ま
あ
バ
ラ
ン
ス
が 

取
れ
て
い
る 

あ
ま
り
バ
ラ
ン
ス
が 

取
れ
て
い
な
い 

全
く
バ
ラ
ン
ス
が 

取
れ
て
い
な
い 

現
在
は
仕
事
を
し
て

い
な
い
、
ま
た
は 

分
か
ら
な
い 

無
回
答 

全体 889 7.2% 40.2% 18.8% 6.1% 25.8% 2.0% 

18～29 歳 86 16.3% 45.3% 15.1% 7.0% 15.1% 1.2% 

30～39 歳 100 10.0% 39.0% 30.0% 12.0% 8.0% 1.0% 

40～49 歳 113 6.2% 53.1% 19.5% 10.6% 9.7% 0.9% 

50～59 歳 144 9.7% 42.4% 27.1% 6.9% 13.9% 0.0% 

60～69 歳 166 6.0% 48.8% 18.1% 3.6% 21.7% 1.8% 

70 歳以上 274 3.3% 27.0% 12.0% 2.9% 50.7% 4.0% 

無回答 6 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 33.3% 16.7% 

 

【男女別】 

男性のほうが「まあバランスが取れている」が女性より若干多くなっています。 

性
別/

回
答 

 

ｎ 

と
て
も
バ
ラ
ン
ス
が 

取
れ
て
い
る 

ま
あ
バ
ラ
ン
ス
が 

取
れ
て
い
る 

あ
ま
り
バ
ラ
ン
ス
が 

取
れ
て
い
な
い 

全
く
バ
ラ
ン
ス
が 

取
れ
て
い
な
い 

現
在
は
仕
事
を
し
て

い
な
い
、
ま
た
は 

分
か
ら
な
い 

無
回
答 

全体 889 7.2% 40.2% 18.8% 6.1% 25.8% 2.0% 

男性 402 6.7% 42.0% 18.7% 7.5% 23.1% 2.0% 

女性 478 7.7% 38.7% 18.6% 5.0% 27.8% 2.1% 

その他 3 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

無回答 6 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 

 


